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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

八
月
二
八
日
の
朝
日
新
聞

投
書
欄
に
、
長
崎
出
身
で
東

京
の
大
学
生
の
『
長
崎
生
ま

れ
の
八
月
九
日
の
願
い
』
が

載
っ
た
。
短
く
言
う
と
、
八

月
九
日
に
福
島
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
る
と
き
、
十

一
時
二
分
を
迎
え
、
役
所
が

追
悼
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

た
の
で
、
彼
は
黙
と
う
を
し

た
が
、
周
り
は
気
づ
か
な
い

ま
ま
だ
っ
た
。・
・
・
私
は
こ

の
日
を
長
崎
原
爆
投
下
の
日

と
し
て
知
ら
せ
た
い
。
こ
れ

こ
そ
長
崎
に
生
ま
れ
、
平
和

教
育
を
受
け
た
も
の
と
し
て

の
使
命
で
あ
る
」
と
い
う
明

る
い
文
で
あ
っ
た
。 

 

長
崎
市
民
に
は
当
た
り
前

で
あ
る
反
核
・
平
和
も
、
あ

る
い
は
八
月
九
日
の
原
爆
投

下
の
日
の
黙
と
う
も
、
全
国

で
は
通
ら
な
い
。 

こ
れ
は
私
も
体
験
し
た
し
、

そ
れ
だ
け
に
私
の
子
や
孫
に

「
君
た
ち
は
被
爆
二
世
、
三

世
、
四
世
で
あ
る
か
ら
八
月

九
日
は
黙
と
う
し
、
核
廃
絶

に
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
、

今
年
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
願
い

し
た
。 

こ
う
し
た
長
い
文
を
家
族

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
流
さ
れ
る
子
供

や
孫
た
ち
も
迷
惑
顔
だ
が
、

気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
い
る
と

思
う
。 

 

こ
れ
は
今
年
の
九
日
の
長

崎
市
の
平
和
式
典
に
も
表
れ

た
。
鈴
木
史
朗
長
崎
市
長
が
、

「
式
典
の
平
穏
開
催
の
た
め

イ
ス
ラ
エ
ル
を
招
待
し
な

い
」
と
記
者
会
見
で
述
べ
る

と
、
欧
米
の
Ｅ
Ｕ
と
Ｇ

７
が
大
使
派
遣
を
見

送
り
、
抗
議
の
ボ
イ
コ

ッ
ト
を
し
た
。
理
由
は

「
ガ
ザ
侵
攻
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
自
衛
権
で

あ
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。 

 

そ
し
て
二
七
日
、
鈴
木
市
長

は
こ
の
件
で
四
千
通
の
メ
ー

ル
や
電
話
が
あ
っ
た
と
し
て
、

う
ち
過
半
数
は
国
内
か
ら
で
、

多
数
が
「
長
崎
市
を
支
持
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。
当
然
と
は
い
え
、

良
か
っ
た
と
思
う
。 

 

た
だ
外
国
か
ら
の
も
の
は

長
崎
市
を
批
判
す
る
も
の
が

多
か
っ
た
と
も
い
う
。「
式
典

の
平
穏
開
催
」
と
い
う
理
由

は
、
被
爆
者
追
悼
で
は
当
た

り
前
で
あ
る
。
こ
れ
に
怒
る

人
は
い
な
い
。
長
崎
市
長
の

態
度
は
世
界
的
に
は
お
か
し

い
の
か
。 

た
だ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ボ
イ

コ
ッ
ト
と
い
う
式
典
の
開
催

は
、
極
め
て
政
治
的
な
課
題

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ス
ラ

エ
ル
の
大
義
＝
自
衛
権
の
論

理
を
認
め
な
い
長
崎
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。 

こ
れ
は
鈴
木
市
長
の
思
惑

を
飛
び
越
え
、
被
爆
者
運
動

や
核
廃
絶
運
動
の
広
が
り
を
、

八
月
九
日
の
被
爆
七
九
年
目

の
平
和
式
典
が
生
ん
だ
、
出

来
事
と
な
る
。 

 

原
爆
は
太
平
洋
戦
争
が
生

ん
だ
も
の
だ
。
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
七
月
一
六
日
に

ア
メ
リ
カ
が
原
爆
実
験
に
成

功
し
、
う
ち
二
個
を
日
本
投

下
と
決
め
、
七
月
二
五
日
に

投
下
命
令
が
で
る
。
そ
し
て

八
月
六
日
に
広
島
、
同
じ
く

九
日
に
長
崎
へ
落
と
さ
れ
る
。 

投
下
命
令
か
ら
投
下
ま
で

二
〇
日
間
が
あ
り
、
連
合
国

軍
は
日
本
へ
無
条
件
降
伏
を

求
め
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

出
す
が
、
日
本
は
こ
れ
を
無

視
し
、
原
爆
投
下
の
結
果
、

八
月
一
四
日
の
「
御
前
会
議

で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
」
を

決
め
、
一
五
日
に
天
皇
の
「
終

結
宣
言
」
て
、
戦
闘
が
終
わ

る
。 

 

そ
し
て
九
月
二
日
に
東
京

湾
上
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
・

ミ
ズ
リ
ー
号
上
で

の
無
条
件
降
伏
文

書
調
印
で
戦
争
は

終
わ
る
。
事
実
、
同

日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合

軍
）
の
日
本
の
軍
隊

解
体
命
令
で
、
よ
う

や
く
長
い
戦
争
が

終
わ
る
。
日
中
戦
争

の
開
始
か
ら
二
〇
年
以
上
の

戦
争
と
い
う
暗
い
歴
史
が
、

終
わ
っ
た
の
だ
。 

 

日
本
人
は
こ
の
戦
争
で
何

を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
百

十
万
人
が
殺
さ
れ
、
衣
食
住

の
す
べ
て
を
失
っ
た
苦
難
の

戦
後
だ
っ
た
が
、
し
か
し
日

本
国
と
日
本
人
は
、
以
降
七

九
年
、
戦
争
で
人
を
殺
す
こ

と
な
く
生
き
て
き
た
。
こ
れ

は
日
本
史
上
稀
で
あ
る
。 

 

そ
の
原
点
が
、
日
本
の
民

主
化
で
あ
り
、
そ
れ
を
具
体

化
し
た
平
和
国
憲
法
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
文
部
省
は
何

度
も
本
を
出
し
、
国
民
へ
教

え
て
い
る
。
最
初
が
一
九
四

八
年
に
出
て
、
一
九
五
三
年

ま
で
中
学
校
の
教
科
書
で
使

わ
れ
た
「
民
主
主
義
の
教
科

書
」
で
あ
っ
た
。 

 

最
近
で
は
二
〇
一
八
（
平

成
三
〇
）
年
の
「
民
主
主
義
」

（
角
川
文
庫
）
が
あ
る
。「
文

部
省
が
書
い
た
も
の
と
し
て

は
、
い
い
」
と
解
説
の
な
か

で
内
田
樹
が
書
い
て
い
る
が
、

民
主
主
義
の
政
治
の
中
で
、

独
裁
主
義
と
な
ら
な
い
よ
う
、

今
を
勉
強
す
る
こ
と
が
、
日

本
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
い
ち
ど
手
に

取
ら
れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

な
に
せ
、
三
百
十
万
人
の
戦

死
者
の
尊
い
命
と
引
き
換
え

の
民
主
主
義
な
の
だ
か
ら
だ
。

大
切
に
し
た
い
。 

※
８
月
３
０
日
（
金
）
の

「
未
来
」
は
台
風
１
０
号
に

よ
る
業
務
停
止
の
た
め
休
刊

と
し
ま
し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４４７７ 

`24 年９月３日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


